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御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

 

６月１日(月) 

それは良い知らせ 

聖書朗読  エペソ５：１５～２１ 

しかし、真の礼拝者たちが霊とまことによって父を礼拝する時が来ます。今がその

時です。父はこのような人々を礼拝者として求めておられるからです。 

ヨハネ４：２３ 

 

  ６０年以上前、小学校に通っていたころ、私は２＋２＝４であることを学びまし

た。どれほど数学を深く学んだとしても、２＋２の答えは今日も変わらず４です。 

  同じように、福音はペテロによって語られた２０００年前からずっと変わらず良

い知らせです。 

  最近ある友達が私に、日曜礼拝にエンターテイメント要素が無ければ退屈になる

だろうと話してきました。私はしばしば信仰者の皆さんに、私たちは楽しませてもら

うために日曜礼拝や聖書研究会に行くわけではないと話します。聴衆は私たちではな

く――神様です。 

  時に、私たちは教えている相手に対してがっかりします。しかし覚えておいてく

ださい、私たちは種を撒き、水を注いで、そして忍耐強く待つのです。神様が成長さ

せてくださるのです。（コリントⅠ３：６） 

  人間として、私たちはよく神様が支配しておられることを忘れてしまいます。神

様はご自身を霊とまことによって礼拝する人々を求めておられます。（ヨハネ４：２

４） 

神様の御心を望む時、人の心は正しくなる。 

――トマス・アクィナス 

 

讃美歌  ４５１ 

祈 り 天のお父様、私たちに聖なる美しさのうちにあなたを愛し、従い、礼拝す

ることを、そしてあなたの目的のために自分の思いを捧げることを教えて

ください。 

イエス様の御名により。アーメン。 

 

ロン・グロス 

                         コロラド州 カノンシティ



 

６月２日(火) 

主はご自身を無にされた 

聖書朗読  ピリピ２：５～１１ 

 キリストは、神の御姿であられる方なのに、神のあり方を捨てることができないと

は考えないで、ご自分を無にし・・・          ピリピ２：６～７ 

 

  あなたはいなごを救うためにいなごになりたいと思いますか？ 羊を救うために

子羊になりたいと思いますか？ イエス様は思いました。イエス様は人間を救うため

に人間となられたのです。イザヤ４０章２２節で地の住民はいなごにたとえられまし

た。イザヤ５３章６節や、他の箇所に渡って、私たちは羊にたとえられます。短い間、

神の御子は天使よりも低いものとして作られました。そして今、イエス様は苦難に遭

い、死なれたことにより栄光と名誉の冠をつけています。そして神様の恵みにより、

イエス様は私たちすべてのために死なれたのです。 

  この犠牲の不思議さや大きさについて、人間としてできる限り、理解できるよう

助けてくださるように神様に祈りましょう。神様の恵みの贈り物と、神の家族に選ん

でくださったことを受け入れましょう。私たちは真に王の息子であり娘なのです。 

 

讃美歌  ２３９ 

祈 り 親愛なるお父様、イエス様に、その誕生に、人生に、死に、迫害に、また

復活に感謝します。イエス様があなたの右に座り、信じる者の居場所を備

えてくださっていることに感謝します。 

イエス様の御名により祈ります。アーメン。 

 

Ｃ・Ｌ・シェパード 

                           テキサス州 ラボック 

 

６月３日（水） 

私たちはどの方向を見ているか？ 

聖書朗読  ピリピ３：１０～１４ 

 信仰の創始者であり、完成者であるイエスから目を離さないでいなさい。イエスは、

ご自分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十字架を忍び、

神の御座の右に着座されました。            ヘブル１２：２ 

 

  主の食卓において、私たちは全部で4つの方向を「見る」ことができます！ 

  後ろを見る――私たちはイエス様の血によって覆われた自分の過去の失敗から学

ぶことを覚えるために、後ろを見る必要があります。詩編５１篇のダビデの例に倣い

ましょう。 

  内側を見る――私たちは神様の愛の光の中で自分がなることのできるような人柄

について熟考するために、内側に目を向けることができます。他人や神様との関係を

検討してみましょう。コロサイ１章９節から１４を自分の旅にあてはめてみましょう。 

  上を見る――ヘブル１２章２節が私たちに思い出させるように、信仰の創始者で

あり完成者であるイエス様を見るのです。感謝と讃美が心にあふれるようにしましょ

う。イエス様以上に良いお手本はありません！主に焦点をあてましょう。 

  前を見る――いつも主の再臨を待ち望んでいましょう！ 初期のクリスチャンが

時々言っていたことを繰り返しましょう。主イエスよ、早く来てください。黙示録２

２章より。 

 

讃美歌 Ⅱ４５ 

祈 り 親愛なる神様、私たちがどこから来たか、そしてあなたが恵みによって私

たちをどのように変えようと望んでおられるかを覚える時に、自分の目を

あなたに向けて焦点を合わせ続けることができるように助けてください。

喜びをもって、私たちはあなたと共に永遠に生きることを期待します。 

イエス様の御名により。アーメン。 

 

ダニー・マイズ 

                          テキサス州 アマリロ 



 

６月４日（木） 

指 を 組 む 信 仰 

聖書朗読  テモテⅠ２：１～４、Ⅰヨハネ２：２７～２９ 

 そうすることは、私たちの救い主である神の御前において良いことであり、喜ばれ

ることなのです。神は、すべての人が救われて、真理を知るようになるのを望んで

おられます。                     ⅠテモテⅠ２：３～４ 

 

  私のディスカッション・グループのある女性は、救われる魂は１４４，０００人

だけであると主張していました。どんな議論も御言葉も彼女の心を動かすことはなか

ったようです。最後に私は、「それならどうしてあなたはここにいるのですか？ もし

限られた人数しか天国に行けず、とっくの昔にその人数制限に達しているかもしれな

いというなら、どうしてそれを気にするのですか？」と尋ねました。彼女の答えは「え

えっと、念のためです」というものでした。 

  言い換えれば、彼女は神様を喜ばせようとすることによって、さばきの時に自分

が１４４，０００人の内の一人に数えられることを望んでいるのです。そのことは私

に、学校の野球でキャプテンが自分のチームのメンバーを選んでおり、そこに立つ残

りの私たちが目をぎゅっとつぶって指を組み合わせ、「僕を選んで、僕を選んで」と考

える時のことを思わせました。 

  彼女の信じていることは、私をとても悲しくさせました。私はその女性のことを

残念に感じました。彼女はイエス様に対して確信を持っていなかったのです。イエス

様はご自身に立ち返る者は誰でも救われると言われました。使徒たちは使徒の働きや

手紙を通じてそのメッセージを繰り返しました。天にはすべての人のための場所があ

り（たくさんの建物です、憶えておいてください）、そして神様はすべての被造物のた

めに、ご自身と一緒にいられる場所を作っておられるのです。 

 

讃美歌 ５２９ 

祈 り 創造主なる神様、あなたの御子と、信じる者すべてへの救いに感謝します。

私が今日、救われたあなたの子どもとして、あなたが共にいてくださり導

いてくださることを知って生きることができるように助けてください。 

イエス様の御名により。アーメン。 

 

Ｍ・バスキン 

                        テキサス州 サンアントニオ 

 

６月５日（金） 

光 対 闇 

聖書朗読  ヘブル２：１～４ 

 ・・・悪魔に立ち向かいなさい。そうすれば、悪魔はあなたがたから逃げ去ります。

神に近づきなさい。そうすれば、神はあなたがたに近づいてくださいます。・・・ 

ヤコブ４：７～８ 

 

  なぜ人々は、真実を学んだあとに闇の中を歩き続けるのでしょうか？ 

  「ですから、私たちは、やみのわざを打ち捨てて、光の武具を着けようではあり

ませんか。」（ローマ１３：１２） 

  そして、私たちはどのように光の武具を身に着けるのでしょうか？ 神様が与え

てくださるあらゆる守りの装備――真実、正しさ、平和の福音の備え、信仰、愛、救

いの希望、そして神の言葉を使うことによってです（エペソ６：１０～１７、Ⅰテサ

ロニケ５：８）。「私たちの戦いの武器は、肉の物ではなく・・・」（Ⅱコリント１０：

４） 

  「しかし、真理を行なう者は、光のほうに来る。その行ないが神にあってなされ

たことが明らかにされるためである。」（ヨハネ３：２１）これらの御言葉は、私たち

が神様の力と、キリスト・イエスにあって神様が私たちに与えてくださる守りを思い

出すのを助けてくれます。 

  ですから、今日から先、サタンの罠に陥ることではなく、むしろ神様の光の内で

日々を歩むことを選ぼうではありませんか（Ⅰヨハネ１：５－７）。 

 

讃美歌 ３２６ 

祈 り 天のお父様、あなたから離れたところには暗闇しかありません。私たちが

あなたの臨在からさまよい離れないように助けてください。 

イエス様の御名により。アーメン。 

 

ロン・グロス 

                         コロラド州 カノンシティ 

 

 



 

６月６日（土） 

不確かな大地 

聖書朗読  ヤコブ１：１２～１８ 

 だから、わたしのこれらのことばを聞いてそれを行なう者はみな、岩の上に自分の

家を建てた賢い人に比べることができます。        マタイ６：２４ 

 

  ずっとずっと昔、フロリダ州の私有湖で釣りをする機会がありました。湖の上に

いる間、一羽の鳥が近くに浮いているワニの背中に留まりました。私たちのボートが

さらに近づくうちに、鳥はワニの鼻の方に向かって歩き始めました。鳥が端までたど

り着いた時、即座に租借音と大きな水飛沫が上がりました。その鳥は文字通りワニの

口に入って行ったのでした。 

  その時から、私はその事を心理的に学びました。その鳥には、ワニの背中が危険

な場所だと知るすべがありませんでした。近づくボートは、その鳥が安全なように見

える方向に進むきっかけとなったのです。安全に飛び立つ代わりに、鳥は危険と死に

向かってまっすぐ歩いて行きました。安全をもたらしてくれるように見えたものが、

究極的に鳥を終焉へと導いたのです 

  それと似たように、罪は疑いのない人間を食い尽くしてしまいます。ヤコブは罪

の源は「おびき寄せ、・・・誘惑」する欲望なのだと述べています（ヤコブ１：１４）。

もし人が抗わず、その状況が熟した罪となるのを許せば、それは究極的に「死を生み

ます」（ヤコブ１：１５）。ちょうど、あの鳥が手遅れになるまで危険に気づかなかっ

たように、たくさんの人が、永遠の結末に気づくことなく、死の道を旅することを選

ぶのです。 

  「愛する兄弟たち。だまされないようにしなさい。」（ヤコブ１：１６） 

 

讃美歌  ４９３ 

祈 り お父様、私が危険な状況に気を付けることができるよう助けてください。

私がいつも、移ろう砂へと導かれるのではなく、堅い岩の上に立つことを

選ぶことができるように助けてください。 

イエス様の御名によってこのことを願います。アーメン。 

 

ケニー・ウェストモアランド 

                     テネシー州 セリーナ 

 

 

６月７日(日) 

神様は私たちの味方です 

聖書朗読  ヤコブ１：１２～１８ 

 だれでも誘惑に会ったとき、神によって誘惑された、と言ってはいけません。神は

悪に誘惑されることのない方であり、ご自身でだれを誘惑なさることもありません。                      

ヤコブ１：１３ 

 

神様は私たちの味方である。そのことを、あなたは信じていますか？ 時々私た

ちは自分が、神様の摂理の構想に対する疑問を招くような状況に置かれていることに

気づきます。「どうして神様はこんな試練が私に与えられるようにされたのだろう？ 

この誘惑とあとどのくらい戦うことができるか、私には分からない」と。私たちは神

様を非難することで、自らの罪の責任を擦り付けることすらしようとするでしょう。

「神様が私を誘惑したのだ！」と。エデンの園でのアダムの説明責任に対する創意に

富んだ二股の言い訳を思い出してください。「あなたが私のそばに置かれたこの女―

―彼女が果実を木から取って私にくれたのです。」 

ヤコブは、そのようなことを言う人々は父なる神を知らないのだと言います。父

なる神以上に、私たちが日々の仕事や信仰において成功することを望んでいる方はい

ません。神様は私たちが失敗するような道は造られません。神様は決して私たちに罠

を仕掛けるような方ではないのです。 

しかし私たちを試すのではないかと？ そうですね、私たちが成功したとき、神

様は私たちの感謝を試されます。私たちが失敗したとき、神様は私たちの信仰を試さ

れます。私たちが何かを達成したとき、神様は私たちの謙遜を試されます。私たちが

苦難に遭うとき、神様は私たちの忠誠を試されます。神様は悪ではなく、「すべての良

い、完全な贈り物」を造られる方です。神様は「勝ち目のない状況」ではなく、十字

架の血による私たちの勝利を造られる方です。神様は私たちの味方です。 

 

讃美歌 ４５２ 

祈 り   お父様、試練の時に、私たちの味方になってください。私たちが目の前の

試練に対するとき、大いなる感謝、大いなる信頼、大いなる謙遜で力づけ

てください。私たちの勝利の主イエスを通して。アーメン。 

 

ケン・Ｒ・デュラハム 

                         テネシー州 ナシュビル 

 

 


